○33番（藤野哲司）登壇　私は自民党新福岡を代表して、筥崎宮地区における都市景観の取組について、都市計画道路吉塚松崎線の整備促進について、以上２項目について質問してまいります。
　まず、筥崎宮地区における都市景観の取組についてであります。
　東区の箱崎は、古くから筥崎宮の門前町、唐津街道における宿場町、昭和15年に福岡市に編入されるまで粕屋郡の政治、経済の中心地、さらに明治以降は九州大学のある学問のまちとして千年以上の歴史と伝統を誇るまちであります。
　筥崎宮は、西暦921年に応神天皇、神功皇后、玉依姫命を祭神として、筑前国穂波郡の大分宮から箱崎の松原への遷座の神託があり、西暦923年に現在の箱崎の地に遷御しました。筥崎八幡宮とも称し、宇佐、石清水両宮とともに日本三大八幡宮に数えられ、放生会や玉せせりなどのお祭りは地域の伝統として受け継がれており、全国的に有名なお祭りとして知られています。
　また、江戸時代に唐津街道が整備されると、交通の要所である宿場町として発展し、町家が連なる箱崎宿のまち並みは箱崎千軒とも呼ばれ、沿岸漁業と近郊農業を営みながら暮らす住民と商店街が筥崎宮を中心として地域の人と人の結びつきをつくり、箱崎のまちを形成してきました。
　現在でも、旧唐津街道の周辺は神社仏閣や町家によって形成された歴史的に価値の高いまち並みが残されています。筥崎宮の参道沿いにある恵光院というお寺では、豊臣秀吉が箱崎宿陣の折、千利休が茶を奉ったところとしても有名であり、箱崎校区では御茶屋跡や茶屋小路といった町内会の名称が現在も残っています。
　この千年以上の歴史と伝統の中で、近年では九州大学箱崎キャンパス移転などをきっかけとして、校区の課題やまちの将来像を考えるため、平成９年に箱崎まちづくり推進委員会が設立され、箱崎マップの作成、まちづくりワークショップの開催、箱崎まちづくり計画の策定に続き、来年１月23日には、まち歩きボランティアと唐津街道箱崎宿お宝探索プロジェクトコラボ企画である箱崎宿歴史散策が予定されるなど、地域コミュニティを活発にする活動が行われてきました。
　令和元年には、快適で美しい住環境を維持向上することを目的として、人がふれあい活気あふれる歴史と伝統のまち箱崎を将来像として掲げ、歴史、景観に配慮されたまち並みづくりを実現させるため、特定まちづくりルールを含む、新たな箱崎まちづくり計画が策定されました。
　令和２年には、筥崎宮を中心とするエリアの筥崎宮地区において、箱崎校区と馬出校区の自治会長など地域住民の発意により、筥崎宮地区歴史景観づくり準備会が設立され、行政の支援の下、地域主体で景観づくりを進めており、現在は都市景観形成地区の指定に向けて歴史と伝統を生かしたまち並みのルールづくりに取り組んでいるところですが、改めて、本市の都市景観形成地区の制度内容についてお尋ねします。
　以上で１問目を終わり、２問目以降は発言者席にて行います。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　都市景観形成地区とは、景観法及び福岡市都市景観条例に基づき、都市景観の形成を重点的に図る必要がある地域において、都市景観の形成に関する方針及び基準を定め、市が指定するものであります。指定した地区では、建築物の新築等を行う際に市への届出が必要となり、市と届出者との協議を通して良好な景観形成を図っております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　都市景観形成地区につきましては、福岡市都市景観条例等に基づき市が指定するとのことでございますが、本市における都市景観形成地区の指定状況及び筥崎宮地区の取組と同様に歴史的なまち並み形成を目指して指定された地区があるのか、お尋ねします。また、景観づくりに当たっての地域の取組に対してどのような支援がなされているのか、お尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　本市では、これまで地域の特性に応じて８地区で都市景観形成地区を指定しており、このうち歴史的なまち並みの形成を図る地区として、平成10年に御供所地区、令和２年に承天寺通り地区の２地区を指定しております。景観づくりに係る地域の取組に対しましては、アンケートなどによる地域の意向調査やまちなみのルールの素案作成に対するアドバイス、同意取得の促進に向けた支援などを適宜行っております。また、市が委嘱した都市景観アドバイザーによる技術的援助や、認定した景観づくり地域団体に対する活動費の一部助成を行っております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　歴史的なまち並み形成を図る地区として、これまでに２地区が都市景観形成地区に指定されているとのことですが、特に御供所地区においては、博多の秋の風物詩ともなっている博多旧市街ライトアップウォークや博多灯明ウォッチングなどのイベント開催や、石畳風舗装による道路の美装化など地域と行政が一体となった様々な取組により、市民や観光客への魅力発信が行われ、歴史資源を生かした景観づくりの好事例となっています。
　平成10年に都市景観形成地区に指定され、20年余りが経過している御供所地区ですが、これまでに御供所地区の景観づくりにおいて市はどのような支援を行ってきたのか、支援の概要についてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　都市景観形成地区に指定した御供所地区につきましては、歴史的なまち並みと調和した景観形成を図るため、伝統的な町家等の外観の保全などを行っております。その取組において、景観づくり地域団体に認定した御供所まちづくり協議会に対し、活動費の助成を令和６年度から３年間にわたり行っております。また、神社仏閣や町家等の伝統的建築物の修理費や民間建築物の建て替え等の際の修景費に対しても助成を行っており、平成12年度から令和２年度までの21年間で36件の助成を行っております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　先日、私も筥崎宮地区歴史景観づくり準備会が企画した御供所地区のまち歩きに参加させていただきましたが、実際に現地を歩いてみて、神社仏閣や伝統的な町家と調和したまち並みを存分に楽しむことができました。公民館や消防団分団車庫などの公共施設についても、歴史的な景観と調和した外観となっておりました。住民主体による景観づくりを行政が支える長い取組により、御供所地区のまちの価値がますます高まっていることを実感できて、とても感心いたしました。
　筥崎宮地区においても、御供所地区と同様の取組を進めていくことにより、まちの魅力が向上していくのではないかと考えておりますが、本市の景観行政における筥崎宮地区の位置づけについてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　まず、先ほどの御供所地区の景観づくりに対する支援の概要についてのお尋ねの中で、御供所まちづくり協議会に対する活動費の助成について、令和６年度から３年間にわたりと申し上げましたが、平成６年度からの３年間でございました。
　それでは、本市の景観行政における筥崎宮地区の位置づけについてお答えいたします。本市では、歴史資源を生かした景観づくりを推進するため、福岡市景観計画において平成28年に筥崎宮地区を含む５地区を歴史、伝統ゾーンに位置づけております。筥崎宮地区につきましては、歴史的資産である筥崎宮を核に、参道などの周辺も含め一体的に歴史と伝統を生かした景観形成を図る地区としており、地域と市との共働によってまち並みのルールづくりを進めていくこととしております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　筥崎宮地区についても、御供所地区と同様に福岡市景観計画における歴史・伝統ゾーンに位置づけられ、積極的に景観形成を進めていることが分かりました。
　現在、筥崎宮地区では筥崎宮地区歴史景観づくり準備会が設立され、行政の支援の下、地域主体で景観づくりを進めておりますが、開催実績と検討状況についてお尋ねします。また、準備会ではどのような意見が出されているのか、併せてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　筥崎宮地区歴史景観づくり準備会につきましては、令和２年12月に設立され、これまでに会議が６回開催されております。現在、歴史資源を生かした景観づくりに向けてワークショップの開催や先進事例の調査研究などを行いながら、指定エリアやまち並みのルールの素案が検討されているところであります。また、準備会の参加者からの意見として、まちの将来像やルールづくりに当たって配慮すべき事項などのほか、筥崎宮に隣接する通りや旧唐津街道を含むエリアにおいて、まち並みのルールづくりが必要であるとの意見が出されております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　今後とも、筥崎宮地区において筥崎宮や旧唐津街道の歴史を伝えるまち並みを守り育てていくためには、御供所地区と同様にソフト面とハード面の両面で地域の取組を支援していく必要があると考えますが、まず、ソフト面での支援について、御供所地区のような地域の取組に対する活動助成制度の活用が考えられますが、筥崎宮地区においても活動助成は可能なのか、お尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　筥崎宮地区におきましても、景観づくり地域団体として認定された場合には、都市景観形成地区の指定に向けた活動に要する経費の一部を助成することができます。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　筥崎宮地区においても、地域の団体が景観づくり地域団体に認定された場合には活動助成制度の活用が可能であるとのことですが、一方で、ハード面での支援について、御供所地区のように建築物の修景等の工事費に対する助成事業が考えられますが、都市景観形成地区に指定された場合、筥崎宮地区においても修景等の工事費への助成は可能なのか、お尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　御供所地区におきましては、都市景観形成地区において定めている景観形成基準に加え、より歴史的なまち並みの創出や調和に寄与する修景等に対して助成を行うことにより、歴史資源を生かした景観の形成及び地区の魅力向上を図っております。現在、修景等の工事費に対する助成は御供所地区都市景観形成地区のみで実施しておりますが、筥崎宮地区につきましても、地域と共働でまち並みのルールづくりを進める中で必要性などについて検討してまいります。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　御供所地区の魅力は、民間の建築物による景観配慮はもちろんのこと、公共の建築物による景観配慮や石畳風舗装による効果も大きいと感じており、地域の努力に加え、行政の本気度も感じられました。
　御供所地区の名前の由来につきましては、江戸の本草学者の貝原益軒が著しました筑前国続風土記によりますと、その昔、筥崎八幡宮のお供え物を調えたので、御供所という名前がついたとされています。御供所と筥崎宮の御縁がとても長くて深いことが史実を通してうかがい知ることができます。
　その筥崎宮においては、毎年行われる祭りがまちの風物詩になっており、特に博多三大祭りの放生会は延べ100万人が訪れる九州随一の祭りであり、正月に執り行われる締め込み姿の競り子たちによる勇壮な祭りの玉せせりも、なくてはならない祭りの一つであります。
　筥崎宮地区では、伝統的な町家を生かした物販や飲食の店舗も増えてきており、歴史的な価値が高い筥崎宮や旧唐津街道を中心としたまち並みは、市民の貴重な財産となるだけではなく、統一感のある町家が並ぶ通りは、観光需要の増加や商店街の活性化にもつながるのではないかと期待しております。また、北側の九州大学箱崎キャンパス跡地で新しいまちづくりが進められる中で、改めて筥崎宮地区においては歴史的資産に対する評価や景観づくりの意義が高まっておりますし、何より地域住民がこの地域に愛着を持ち、歴史と伝統を守り育てようとする営みの蓄積が未来に向けた景観づくりの原動力となっております。
私も何度か筥崎宮地区歴史景観づくり準備会の活動に参加をさせていただき、毎回、闊達な意見交換がなされていることを承知しておりますが、景観づくりを進めるためにはソフト面とハード面の両面において何かと負担が生じるのではないかと考えています。
先進事例である御供所地区のように、筥崎宮地区においても地域の取組に対する一層手厚い支援を行っていく必要があると考えますが、最後に、今後の筥崎宮地区における景観づくりの取組に対する支援について、その意気込みをお尋ねして、この質問を終わります。
　
○副議長（山口剛司）　西野住宅都市局長。
○住宅都市局長（西野　仁）　本市には、悠久の歴史と伝統で培われた多くの資源があり、それらの魅力的な歴史資源を生かした景観づくりが極めて重要と考えております。筥崎宮や旧唐津街道の町家のたたずまいが残る筥崎宮地区におきましては、地域住民の景観づくりに対する意識が高く、都市景観形成地区の指定に向けて熱心な活動が継続されております。今後とも、筥崎宮地区のまちの魅力がより一層高まるよう、地域主体の取組をしっかりと支援しながら歴史資源を生かした景観づくりに取り組んでまいります。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　ありがとうございます。次に、都市計画道路吉塚松崎線の整備促進についてであります。
　九州大学箱崎キャンパス跡地では、土地利用事業者の公募とともに、先進的なまちづくり、Fukuoka Smart Eastの取組により、新しいまちづくりが行われようとしています。
　跡地南側のＪＲ箱崎駅周辺には、東区役所、福岡県粕屋総合庁舎、県立図書館等の公共公益施設が集積しており、第９次福岡市基本計画において、箱崎地区は東区の地域拠点として位置づけられています。跡地を取り囲む箱崎、筥松、東箱崎、松島校区においては人口も増加傾向となっております。また、地元から強い要望があったＪＲ新駅についても、設置が実現することとなりました。このように箱崎地区は、非常に魅力あふれるまちづくりへの期待が大きく、今後とも、さらなる発展が見込まれる注目のエリアと思います。
　そのような中、周辺の広域幹線道路等は都市高速道路や国道３号のほか、都市計画道路別府香椎線、いわゆる国道３号バイパスなどが整備されていますが、例えば、九州大学箱崎キャンパス跡地からＪＲ鹿児島本線を挟んで東側の筥松校区においては、幅員の狭い道路が多く、生活エリアから主要な幹線道路に出るまでに狭い道路をぐるぐると回りながら進まなければなりません。
　また、そのような狭い道路は通学路にもなっており、子どもたちを安全、安心に育てるためには、道路においてもよりよい環境づくりをする必要があると考えます。そのためには、生活道路の安全対策はもちろん重要ですが、同様に、主要な幹線道路と地域をつなぐための補助的役割を持つ幹線道路の整備を進めることが必要と考えます。
　そこで、筥松校区を南北に貫く吉塚松崎線についてお尋ねしてまいります。
　まず、都市計画道路吉塚松崎線の概要についてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　都市計画道路吉塚松崎線は、６車線の国道３号バイパスや４車線の都市計画道路堅粕箱崎線など主要な幹線道路を補完するとともに、地域内の交通を円滑に処理する道路として昭和21年に都市計画決定がなされております。延長は博多区吉塚六丁目から東区松崎二丁目までの約3,790メートルで、計画幅員15メートルの２車線道路となっており、このうちＪＲ篠栗線との交差部付近約300メートルの区間については、幅員24メートルの計画となっております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　次に、道路整備アクションプラン2024における吉塚松崎線の位置づけについてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　吉塚松崎線につきましては、東西方向の主要幹線道路である千代粕屋線及び箱崎阿恵線の整備完了に伴い、両幹線道路を南北に結ぶ区間について先行的に整備する必要が高まったことや、九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりの動向などを踏まえ、同区間をアクションプラン2016で事業着手路線として位置づけ、アクションプラン2024では事業継続中としております。現在は、同区間1,170メートルのうち、概成部分を除いた延長850メートルについて事業を実施しているところでございます。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　吉塚松崎線は博多区吉塚から東区松崎までの延長約3.8キロメートルの幹線道路ですが、周辺の主要な幹線道路の整備が進んだことで、まずは概成されている部分を含めた吉塚から原田までの約1.2キロメートルについて先行的に整備する必要性が高いとのことです。
　そこで、現在事業を進めている概成部分も含めたこの区間について掘り下げていきたいと思います。
　（パネル表示）このパネルは吉塚松崎線を中心とした周辺幹線道路の地図であります。このピンクのエリアが九大箱崎キャンパス跡地のエリアですが、ここからちょうど東側、ＪＲ鹿児島本線と並行する堅粕箱崎線と国道３号バイパスの中間ほどに吉塚松崎線が南北に計画されています。先ほどの当局の御答弁のとおり、起点部の博多区吉塚から終点部の東区松崎までが全長約3.8キロメートルとなり、先行的に整備する必要がある区間というのは、この千代粕屋線の東吉塚小学校付近から箱崎阿恵線と交わるところの筥松小学校付近の約1.2キロメートルの区間であります。黄色で示している箇所は概成部分となっており、当局が答弁されていたＪＲ篠栗線との交差部も含まれていますが、この概成部分については、現状、既に広がった道路となっております。これは、昭和38年度から昭和43年度にかけて行われた組合施行による箱崎南部土地区画整理事業により、整備が進められたことで、現状で計画幅員が既に確保されているところであります。赤線で示してある箇所は、現在事業が進められているところで、ここは既存の道路がなく、新しい道路を整備していくことになるため、整備に当たっては用地買収なども多く発生することになると思われます。ただ、苦労された分、新設の道路が整備され、黄色の概成部分とつながることで非常に大きな効果が見込まれるのではないかと考えます。
　アクションプラン2016で着手に位置づけられた経緯もそのあたりにあると思いますが、吉塚松崎線沿線地域の道路交通状況について当局はどのような認識を持っておられるのか、お尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　吉塚松崎線沿線には、小学校や中学校がありますが、当該地域は準工業地域であることから工場や倉庫等も多く立地しております。このため、通学路を大型車が頻繁に通行するなど、交通安全上の課題を抱えている地域であると認識しております。また、並行する国道３号バイパスや堅粕箱崎線などにおける慢性的な交通渋滞に伴い、当該地域への通過交通が多いことから、交通円滑化の観点からも同地域における幹線道路の整備が重要であると考えております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　それでは、吉塚松崎線の現在事業を進めている区間が整備完了することで、どのような効果があるのか、お尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　現在事業中の博多区吉塚から東区原田までの区間の整備により、新たな南北の幹線道路が完成するとともに、当該路線が千代粕屋線及び箱崎阿恵線と接続されることとなります。これにより、周辺の幹線道路で交通渋滞が緩和されるとともに、生活道路から通過交通が排除されることにより、安全性が向上するなど大きな効果が得られるものと考えております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　冒頭にも申しましたが、吉塚松崎線が計画されている筥松校区では狭い道路が多く、通学路となっている道路は歩道が連続していない箇所も見受けられます。新たに南北の幹線道路が整備されれば、交通の円滑化はもとより、生活道路の安全性の向上も図られるため、吉塚松崎線の現在事業が進められている区間の早期整備完了は地域にとって非常に重要な意味を持ちます。
　この区間の整備が果たしていつ完成するのか気になるところですが、吉塚松崎線の現在事業が進められている区間の見通しについてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　現在事業中である吉塚から原田までの区間のうち、事業効果の早期発現のため、まずは千代粕屋線に接続する吉塚付近から用地取得を進めており、令和３年度は宇美川に新たに架ける橋梁の設計などにも取り組んでおります。また、原田付近につきましては、令和３年度に綿打橋の設計等に着手しており、今後、綿打橋架け替えの工法の検討や用地取得等を行うこととしております。引き続き、必要な予算の確保に努め、まずは吉塚付近について令和７年度の完了を目指して整備を推進してまいります。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　宇美川に橋梁を架ける箇所でございますが、（パネル表示）それがこの辺りとなりますけれども、確かにここに橋が架かることで宇美川や須恵川、綿打川などに囲まれ、行き止まりの多かった筥松校区から地域住民が博多駅方面など都心部へ随分行きやすくなると思います。橋梁の工事は一般的に時間がかかるとお聞きしますので、地域の意見も踏まえつつ、河川両岸の用地取得を優先的に進めるなどして、ぜひ早めに工事に取りかかっていただきたいと思います。
　次に、概成部分についても、確認していきたいと思います。
　（パネル表示）この黄色で示した部分でありますけれども、過去の組合による土地区画整理事業で既に道路が24メーターまで広がっているところですが、ちょうど中間にあるＪＲ篠栗線の踏切部については非常に狭くなっております。ここは筥松小学校の通学路にもなっており、自動車や歩行者のほか、自転車で通行する方も多く見受けられますが、吉塚松崎線とＪＲ篠栗線との交差部にある踏切の現況について、交通量も含めてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　おただしの象池踏切は、現在、道路幅員が車道５メートル、歩道１メートルの計６メートルで、12時間当たりの交通量は令和元年度の調査によると、自動車が約2,500台、自転車が約350台、歩行者が約130人となっております。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　この象池踏切については、当局の御答弁のとおり、車道の幅員は約５メートルしかなく、大型車は離合ができない狭い車線であるにもかかわらず、通行する自動車は多く感じます。さらに、歩道についても、片側一方だけで幅員も約１メーターしかなく、自転車が１台通行するだけで人との離合も難しい状況であり、通学路として利用する児童と自転車が接触しないかなど、見守る親からすると冷や冷やする箇所となっています。
　今後も交通量の増加が見込まれる中、地域としては吉塚松崎線の早期全面開通を望んでおりますが、当面、この地域の市民生活と通学のための安心、安全なまちづくりには、この象池踏切の拡幅改良だけでも早急な整備が必要として地元からも福岡市に対して要望書が提出されており、対応を急ぐ必要があると考えますが、象池踏切の拡幅改良の対応状況についてお尋ねします。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　象池踏切でございますが、平成18年に筥松校区自治協議会をはじめ、地域住民から踏切改良に関する要望書を頂いております。その後、九大箱崎キャンパス跡地のまちづくりが進捗してきたことなども踏まえ、ＪＲ九州や地域の方々と協議を進め、令和元年に踏切の拡幅についてＪＲ九州と合意に至ったものでございます。拡幅につきましては、現況６メートルの幅員を14メートルに広げ、２車線の車道と併せ、両側に歩道及び自転車通行空間を設置することとしており、令和４年度の完了を目指し、令和３年度に工事に着手したところでございます。以上でございます。
　
○副議長（山口剛司）　藤野哲司議員。
○33番（藤野哲司）　当該踏切については、地域においても危険を感じていたところであり、来年度末の拡幅工事完了を目指しているということで非常に喜ばしいことであります。この部分が改善されるだけでも、短期的に非常に大きな効果を発揮すると思います。
　このような短期の取組を進めていただきながら、概成部分も含めた吉塚から原田までの先行的に整備することとした区間について、着実な整備をお願いしたいと思います。
　Fukuoka Smart Eastの取組など九州大学箱崎キャンパス跡地のまちづくりが進む中、筥松校区も含めた地域の自動車交通が増えることも予想されるため、安全、安心な環境づくりのためにも、吉塚松崎線の同区間の整備について早期完成に対する地元の期待も大きくなっています。
　そこで最後に、吉塚松崎線の吉塚から原田までの現在事業を進めている区間の早期整備完了に向け、当局の意気込みをお伺いして、私の質問を終わります。
　
○副議長（山口剛司）　名古屋道路下水道局長。
○道路下水道局長（名古屋泰之）　福岡市では、道路整備アクションプラン2024において、都市の魅力に磨きをかける道づくりをビジョンの一つとして掲げ、経済活動や物流、交流を支える幹線道路の整備に積極的に取り組むこととしております。吉塚松崎線は、幹線道路ネットワークの形成に加え、生活利便性の向上や歩行者の安全性の確保など良好な居住環境の形成に資する幹線道路であることから、現在事業を進めている区間の早期整備完了に向け、しっかりと取り組んでまいります。以上でございます。

